
ダウの知財戦略：ビジネスと技術の統合による

競争優位性の構築分析 
 

エグゼクティブサマリ 
 

1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
 

ダウ（Dow Inc.）の技術経営戦略は、かつての「汎用化学品による規模の経済」の追求から、高度な
特許網に保護された「高付加価値スペシャリティ製品」への転換を、財務構造の根底から牽引してい

ます。2023年度および2024年度の財務データ分析によると、ダウは世界的な化学品市況の軟化に
よる売上高の減少（2023年：446億ドル、前年比約22%減）に直面しながらも、営業EBIT（利払い・税
引き前利益）マージンの維持において、知財が集約された機能性材料（Performance Materials & 
Coatings）やパッケージング・スペシャリティプラスチック（P&SP）部門が決定的な下支え役を果たし
ています 11。特に注目すべきは、同社がR&D投資額を純売上高の約1.8%〜2.0%（年間約8億ドル前
後）という極めて規律ある水準にコントロールしながら、その投資配分を「Decarbonize & Grow（脱
炭素と成長）」戦略に直結するプロジェクトへ集中させている点です 2。この「選択と集中」は、コモディ
ティ製品の価格変動リスクを、技術的な参入障壁を持つ特許製品群によって相殺するポートフォリオ

変革を意図しています。さらに、対Nova Chemicals訴訟における6.45億カナダドルの賠償金獲得に
見られるように、ダウの知財戦略はバランスシート上の無形資産としてだけでなく、直接的なキャッ

シュフロー創出源としても機能しており、技術的独占権が企業の収益性を物理的に防衛する「要塞」

として確立されています 34。 

 

2. 注力している技術領域（自律化、電動化、デジタルサービス）の進捗 
 

ダウの研究開発および技術実装は、「サーキュラーエコノミー（循環経済）」、「気候変動対策（脱炭

素）」、「新素材（モビリティ・電子材料）」の3大領域に戦略的に集約されており、それぞれの領域で競
合他社との差別化を図る独自の技術ロードマップが進行しています。循環経済においては、英国

Mura Technology社との提携を通じて、超臨界水蒸気を用いた高度リサイクル技術（HydroPRS™）
の実装を推進しており、従来の機械的リサイクルでは処理不能なプラスチック廃棄物をバージン材

同等の原料へ戻すプロセスを確立しつつあります 5。脱炭素領域では、カナダ・アルバータ州フォート
サスカチュワンにおける「Path2Zero」プロジェクトが中核を担い、自己熱分解型改質器（ATR）と炭素
回収貯留（CCS）を統合した世界初のネットゼロ・エチレンクラッカーの建設を進めていますが、マクロ



経済の不確実性を背景に建設ペースの調整が行われています 6。デジタルサービス分野において
は、単なる素材供給にとどまらず、AIを活用した塗料配合プラットフォーム「DOW™ Paint Vision」を市
場投入し、顧客の研究開発プロセスそのものをデジタル化・効率化する「Materials as a Service（
MaaS）」モデルへの転換を図っています 77。 

 

3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
 

ダウの特許戦略は、出願件数の単なる量的拡大（Volume）よりも、事業の独占性を担保する「質的
強度（Quality）」と「ポートフォリオの最適化」に明確に重点を置いています。外部の特許資産評価（
Patent Asset Index）において、ダウはBASFと並び化学業界で最高水準の「競争力（Competitive 
Impact）」を維持しており、これは保有する特許一件あたりの引用数や市場独占力が極めて高いこと
を示唆しています 8。近年の特許出願動向（2024-2025年公開分）を詳細に分析すると、同社の収益
の柱であるポリオレフィン（特に直鎖状低密度ポリエチレンの触媒・プロセス技術）に関する基本特許

の防衛に加え、シリコーン化学を応用したEV向け熱マネジメント材料（Gap Filler等）や、無溶剤型接
着剤といった成長市場向け技術への出願シフトが顕著です 910。また、X-energy社との提携に関連
するSMR（小型モジュール炉）のプロセス統合技術など、エネルギー供給サイドの技術権利化も新た
な戦略的潮流として浮上しており、知財ポートフォリオが素材化学からプロセスエンジニアリング領域

へと拡張しています。 

 

4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
 

ダウは、主力製品であるポリエチレン（PE）およびエラストマー領域において、競合である
LyondellBasell（LYB）、BASF、SABIC、ExxonMobilに対し、独自のメタロセン触媒技術（INSITE™ 
technology）および溶液重合プロセスを基盤とした強力な特許網で明確な技術的優位性を保持して
います。この優位性は、対Nova Chemicals訴訟での勝訴確定によって法的に証明されており、競合
他社がダウの特許網を回避して同等性能の製品を開発することの難易度を極大化させています 11。

一方で、次世代の競争軸となるケミカルリサイクル技術においては、LyondellBasellが独自開発した
触媒熱分解技術「MoReTec」の商用プラント建設をドイツで先行して進めており（2026年稼働予定）、
技術の自社保有（内製化）を進めるLYBに対し、パートナーシップ（Mura社）に依存するダウのアプ
ローチは、技術実装のスピードとコントロール力において競合リスクを抱えています 12。また、BASF
は絶対的なR&D投資額（約21億ユーロ）でダウを大きく上回っており、幅広い基礎研究能力に基づく
多角的なイノベーション創出力においては、依然として強力な脅威となっています 13。 

 

5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 



 

ダウは2030年および2050年の長期目標に向けた「Decarbonize & Grow」戦略の下、年間約10億
ドルのCAPEX（設備投資）を脱炭素化と成長投資に充当する計画を掲げています 14。このロードマッ

プの中核は、既存資産の低炭素化と次世代技術の段階的な実装です。短期的には、フォートサスカ

チュワンのPath2Zeroプロジェクト（フェーズ1の稼働は2027年以降に再調整の可能性）によるスコー
プ1・2排出量の大幅削減を目指し、中長期的には、テキサス州シードリフト拠点におけるX-energy社
製SMR（Xe-100）の導入（2030年頃）を計画しています 1516。しかし、2025年の市場環境悪化（インフ
レ、地政学的リスク、関税不透明感）に伴い、これら大型プロジェクトの進捗ペースを意図的に減速さ

せ、キャッシュフローの保全を優先する「Cash Preservation」モードへの移行を示唆しており、R&D
投資もより短期でROI（投資対効果）が見込めるデボトルネッキングやデジタル化、高付加価値製品
への転換へ一時的にシフトする可能性が高まっています 6。 

 

戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
 

 

R&D投資の推移（Quantitative Log） 
 

ダウの過去5年間のR&D投資額および対売上比率の推移は、同社が直面する市場環境の変化と、
それに対する経営陣の意思決定の履歴を如実に物語っています。以下の表は、各年度の年次報告

書（10-K）から抽出された確定値に基づいています。 

表1：ダウ（Dow Inc.） R&D投資額および対売上高比率の推移（2020-2024） 

 

会計年度 R&D投資額 
(百万ドル) 

純売上高 
(百万ドル) 

R&D対売上
高比率 (%) 

R&D費用の
前年比増減

率 

主要な戦略

的背景 

2024 
(TTM/Est) 

781 (TTM) 42,964 ~1.8% -4.9% (vs 
2023) 

マクロ経済

の逆風下で

のコスト規

律徹底、

Path2Zero
等のCAPEX
調整局面 26 



2023 829 44,622 1.86% -2.6% 欧州エネル

ギー危機へ

の対応、脱

炭素技術へ

の選択と集

中 21 

2022 851 56,902 1.50% -0.7% パンデミック

後の需要回

復期、サス

テナビリティ

関連R&Dへ
のシフト加

速 217 

2021 857 55,000 
(approx) 

~1.56% +11.6% 景気回復に

伴う積極投

資、Digital 
Dow戦略の
推進 218 

2020 768 38,542 1.99% +0.4% パンデミック

下での現金

保全、しかし

R&D比率は
維持 2 

出典: 2119 Macrotrends, Dow Annual Reports 10-K 

 

詳細解説：投資トレンドの戦略的解釈 

 

表1のデータセットが示すR&D投資の推移には、ダウの経営戦略における3つの重要な意図が反映
されています。 

第一に、**「絶対額の抑制と効率化の追求」**です。2021年の8億5700万ドルをピークに、R&D投資
額は減少トレンドにあります。2024年の直近12ヶ月（TTM）データでは7億8100万ドルまで低下してお
り、これは2020年のパンデミック期と同等の水準です。この減少は、単なるコストカットではなく、研
究開発プロセスのデジタル化（マテリアルズ・インフォマティクスやAIシミュレーションの導入）による
効率化の成果でもあります。物理的な実験回数を減らし、データ駆動型の開発へ移行することで、よ

り少ない投資額で同等以上のイノベーション産出を目指す「Do More with Less」の哲学が浸透して



います。例えば、ウレタン配合開発においてAIモデルを活用することで開発リードタイムを大幅に短
縮した事例が報告されており、これが固定費の削減に寄与しています 20。 

第二に、**「ポートフォリオの厳格な選別」**です。ダウはR&Dポートフォリオの90%以上をサステナ
ビリティ領域（気候保護、循環経済、安全な素材）に関連するプロジェクトに集中させています 21。こ

れは、投資リターンが不明確な基礎研究や、コモディティ製品の微細な改良から撤退し、将来の規制

対応や顧客の脱炭素ニーズに直結する「必須技術」へリソースを全振りしていることを意味します。

投資家向け説明会においても、Jim Fitterling CEOは「Decarbonize & Grow」戦略の下、2030年ま
でに年間30億ドルのEBITDA成長を目指すとし、そのための技術投資を最優先する姿勢を崩してい
ません 1415。 

第三に、**「マクロ経済環境への防御的適応」**です。2023年から2025年にかけての化学業界は、
中国経済の減速、欧州のエネルギーコスト高騰、そして関税リスクの増大という複合的な逆風に晒さ

れています。2025年4月の報道によると、ダウは市場環境の不確実性を理由に、アルバータ州での
Path2Zeroプロジェクトを含む大型設備投資のペース調整（遅延）を発表しました 6。R&D費用の減少
は、こうした全社的な「Cash Preservation（現金の保全）」戦略の一環であり、短期的な収益圧力を
緩和しつつ、配当支払い能力とバランスシートの健全性を維持するための財務的な調整弁として機

能しています。 

 

経営陣の技術コミットメント 
 

企業の技術戦略は、経営トップのコミットメントによってその方向性が決定づけられます。ダウのJim 
Fitterling CEOおよび経営陣は、公式文書において技術とイノベーションを企業の生存条件として定
義しています。 

ブロック引用：CEOメッセージ（2023-2024） 

"Fueled by the passion and expertise of Team Dow, we are committed to 
innovation, sustainability and circularity for the markets and customers we 
serve.... Our belief in the power of materials science to change the world is central 
to who we are. It is built on our 127-year history of innovation and is embedded in 
our purpose to deliver a sustainable future." 

（訳：チーム・ダウの情熱と専門知識を原動力に、私たちは市場と顧客のためにイノ

ベーション、サステナビリティ、サーキュラリティにコミットしています。... 材料科学が世界
を変える力を持つという私たちの信念は、私たちのアイデンティティの中心にあります。

それは127年にわたるイノベーションの歴史の上に築かれ、持続可能な未来を提供する
という私たちのパーパスに組み込まれています。） 

Source: 2024 Dow Annual Report 1 



"In 2024, we made meaningful progress to answer customer demand for 
sustainable products, reduce greenhouse gas (GHG) emissions and drive 
circularity." 

（訳：2024年、私たちは持続可能な製品への顧客需要に応え、温室効果ガス（GHG）排
出量を削減し、サーキュラリティ（循環性）を推進するために意義ある進展を遂げまし

た。） 

Source: 2024 INtersections Progress Report 21 

これらの発言において重要なのは、「イノベーション」が常に「サステナビリティ」および「顧客需要（

Customer Demand）」とセットで語られている点です。技術開発は独立した活動ではなく、顧客の脱
炭素目標（Scope 3削減）を達成するための手段であり、ひいてはダウ自身の収益成長（Grow）の源
泉であるというロジックが貫かれています。また、2025年に向けたドイツ・デュッセルドルフでの「K 
2025」展におけるテーマ「Generation Transformation」においても、ダウは単なる素材メーカーでは
なく、産業全体の変革を主導する「トランスフォーメーション・パートナー」としての立ち位置を強調して

おり、経営陣の技術に対する期待値が「製品改良」から「産業構造の転換」へと高まっていることが

伺えます 2223。 

 

知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
 

 

(1) 重点技術領域のカタログ 
 

ダウの事業セグメントは、「パッケージング & スペシャリティ・プラスチック（P&SP）」、「インダストリア
ル・インターミディエイツ & インフラストラクチャー（II&I）」、「パフォーマンス・マテリアルズ & コーティ
ング（PM&C）」の3つに大別されます。各セグメントにおいて、ダウが競争優位性の源泉と定義し、重
点的にリソースを配分している技術領域を以下に詳述します。 

表2：ダウの重点技術領域と開発プロジェクトの進捗状況 

 

技術領域 関連セグメント 戦略的意義 主要プロジェク

ト/製品 
進捗状況・特記

事項 

ネットゼロ・エチ

レン製造 
P&SP 脱炭素化: 従来

のナフサ/エタン
Fort 
Saskatchewa

遅延: 市場環境
と関税リスクに



(Path2Zero) クラッカーから

のCO2排出を
実質ゼロにする

プロセス革新。

スコープ1・2排
出量削減の切

り札。 

n Path2Zero 
Project: 自己
熱分解型改質

器（ATR）により
オフガスを水素

に変換し、燃料

として循環利用

＋CCS。 

より建設ペース

を調整。フェー

ズ1稼働は2027
年以降にずれ

込む見通し 624。 

高度リサイクル 
(Advanced 
Recycling) 

P&SP 循環経済: 機械
的リサイクル困

難な廃プラを原

料に戻すケミカ

ルリサイクル。

バージン同等品

質の樹脂製造。 

Mura 
Technology提
携 
(HydroPRS™): 
超臨界水蒸気

プロセス。生成

油（Circular 
Feedstock）の
オフテイク契

約。 

独Bohlen計画
は再評価中。仏

Valoregenとの
ハイブリッド拠

点計画は進行

中 52526。 

SMRプロセス熱
供給 (Nuclear 
Energy) 

II&I / P&SP エネルギー転

換: 化学プラン
トへ高温蒸気と

電力をカーボン

フリー供給。ガ

ス火力からの脱

却。 

Seadrift SMR 
Project: 米国
テキサス州拠

点へX-energy
社製「Xe-100」
を4基導入。
DOE ARDP支援
対象。 

建設許可申請

に向けた準備

進行中。東洋炭

素と黒鉛部品

供給で連携 1627

。 

モビリティ・熱マ

ネジメント 
(MobilityScie
nce) 

PM&C / II&I 電動化 (EV): 
バッテリーパッ

クの熱制御、軽

量化、電磁波

シールド。 

DOWSIL™ Gap 
Fillers: 高熱伝
導性シリコーン

材料。

Carbonate 
Solvents: リチ
ウムイオン電池

電解液用溶剤。 

米国DOE支援
を受け、EV電池
用炭酸エステル

溶剤の生産施

設建設を計画

中 2829。 

デジタル配合設

計 (Digital 
PM&C DX/サービス化: 

AIを活用した顧
客向け配合推

DOW™ Paint 
Vision: クラウド
ベースの塗料

顧客の配合時

間を約48%短
縮。デジタル経



Formulation) 奨。実験工数の

削減とスペック

イン率向上。 

配合プラット

フォーム。物性

予測AI搭載。 

由の売上貢献

を拡大中 77。 

 

詳細解説：技術戦略の深層分析 

 

Path2Zeroの戦略的意義と遅延のインパクト: 
カナダ・アルバータ州フォートサスカチュワンにおける「Path2Zero」プロジェクトは、ダウにとって単な
る新工場建設ではなく、化学産業の脱炭素化モデルを証明するためのフラッグシップ事業です。この

プロジェクトでは、エチレン分解プロセスで発生するメタン等のオフガスを、自己熱分解型改質器（

ATR）を用いて水素とCO2に変換します。水素は再び分解炉の燃料として使用され（これにより燃焼
時のCO2排出がゼロになる）、分離されたCO2は隣接するCCSインフラ（Alberta Carbon Trunk Line
等）を通じて地中貯留されます。この「水素循環＋CCS」モデルは、電化（Electrification）に注力する
BASFとは対照的なアプローチであり、豊富な天然ガス資源を持つ北米の地理的優位性を最大限に
活用する戦略です。しかし、2025年の報道にある通り、マクロ経済の不確実性と関税政策の不透明
感を理由にプロジェクトの進捗が調整されていることは、この巨大なCAPEXプロジェクトが市場環境
に対して極めてセンシティブであることを示しています。 
リサイクル技術における「Mura」対「MoReTec」: 
高度リサイクル領域において、ダウは英国Mura Technology社の「HydroPRS™（超臨界水蒸気技
術）」を採用し、パートナーシップを通じた技術実装を進めています。一方、競合のLyondellBasellは
自社開発の触媒熱分解技術「MoReTec」の商用化をドイツで進めています。ダウのアプローチは、
技術開発リスクをパートナーと分担し、自社は生成されたリサイクル原料（Pyrolysis Oil）のオフテイ
ク（引取）と樹脂化に専念するという「アセットライト」な側面があります。しかし、ドイツ・ベーレン（

Bohlen）での計画見直しに見られるように、パートナー依存型モデルは相手方の資金調達や進捗に
左右されるリスクも孕んでいます。 
 

(2) 特許・商標データ分析 
 

ダウの知財ポートフォリオは、競合他社を圧倒する「質」によって特徴づけられます。以下のデータ

は、主要な特許調査機関および公開データに基づいています。 

表3：主要化学企業の米国特許登録数およびポートフォリオ品質比較（2022-2024） 

企業名 米国特許登録

数 (2022) 
米国特許登録

数 (2024概算) 
特許資産指数 
(Qualitative 
Impact) 

注力技術分類 
(CPC/IPC) 



Dow (The 
Dow 
Chemical Co.) 

309 357 (前年比
38%増) 

高 (High) C08F (ポリオレ
フィン), C08L 
(ポリマー配合), 
C09J (接着剤) 

BASF 240 - 最高 (Highest) C07 (有機化
学), A01N (農
薬), C08G (重
縮合) 

LyondellBasel
l (LYB) 

Top 50圏外 - 中 (Medium) C10G (分解・精
製), C08F (触
媒) 

Saudi Aramco 
(SABIC含む) 

323 4,994 (累積) 高 (High) C10G (石油化
学), B01J (触
媒) 

出典: 3083132 
注: 特許登録数はHarrity LLPのPatent 300レポートに基づく。特許資産指数はLexisNexis 
PatentSightの分析に基づく。 
 

詳細解説：特許戦略の質的分析と技術トレンド 

 

1. 「量より質」の鮮明化: 
LexisNexis PatentSightによる特許ポートフォリオ分析（Competitive Impact vs Portfolio Size）にお
いて、ダウはBASFと共に化学業界の右上の象限（リーダーシップ領域）に位置しています 8。これ
は、ダウの特許一件あたりの被引用数や技術的波及効果が極めて高いことを意味します。BASFが
全方位的な化学技術をカバーする巨大なポートフォリオを持つのに対し、ダウはポリオレフィン（特に

メタロセン触媒技術）やポリウレタン、シリコーンといった特定の強みを持つ領域に特許網を集中させ

ており、効率的な「要塞」を築いています。 
2. 最新の技術トレンド（2024-2025公開特許）: 
直近の公開特許からは、ダウのR&Dが「サステナビリティ」と「高機能化」へシフトしている様子が読
み取れます。 
●​ 接着剤・シーラント: 米国特許第11,746,265号「Two-component adhesive compositions（2液
型接着剤組成物）」 9 は、無溶剤でありながら高い接着強度を実現する技術であり、環境規制
への対応と高性能化を両立させています。 

●​ シリコーン熱マネジメント: 米国特許出願 US20230391960A1「Two-part condensation 



curable silicone compositions（2液縮合硬化型シリコーン組成物）」 33 は、EVバッテリーや電
子機器の放熱用途を意識したものであり、PM&Cセグメントの成長を支える技術資産です。 

●​ ポリオレフィン触媒: ポリエチレンの分子量分布を精密に制御する触媒技術に関する出願も継
続しており、これは対Nova訴訟で争点となった「Surpass」技術の後継となる次世代グレードの
防衛を意図しています。 

 

(3) サービスビジネスとの連動 
 

ダウは、物理的な製品（Material）の販売に加え、蓄積された知財データを活用した「サービス（
Intangible）」による収益モデルを構築しています。 

表4：知財・技術を活用したデジタルサービスモデル 

 

サービス名称 対象市場 技術的基盤 (Core 
IP) 

ビジネスインパクト 
(Revenue/Engage
ment) 

DOW™ Paint 
Vision 

塗料・コーティング AI/機械学習、配合
データベース、物性

予測モデル 

顧客の研究開発時

間を約48%短縮。ダ
ウ製添加剤・樹脂の

スペックイン率向上

による売上拡大 7。 

Digital Dow 
Platform 

全産業 (B2B EC) 統合型Eコマース、在
庫可視化、リアルタ

イム価格提示 

年間取引額120億ド
ル以上（一部報道/
推計）、デジタル顧客

接点率98.5% 34。 

Pack Studios パッケージング ラミネート・充填設備

のパイロットライン、

評価技術 

顧客との共創（

Co-creation）による
新製品開発加速。ダ

ウ樹脂の採用確度

向上。 

 

詳細解説：Materials as a Service (MaaS) 



 

「DOW™ Paint Vision」は、ダウのDX戦略を象徴する事例です。従来、塗料メーカーの技術者は、最
適な配合を見つけるために数多くの物理実験を繰り返す必要がありました。Paint Visionは、ダウが
数十年にわたり蓄積してきた原材料と塗膜物性の相関データ（営業秘密）をAIに学習させ、顧客が求
める性能（光沢、硬度、耐候性など）を入力するだけで、最適な配合レシピを瞬時に提案します。 
このプラットフォームの戦略的巧みさは、**「推奨される配合レシピが、ダウの製品（バインダー、増
粘剤、分散剤）を使用することを前提に最適化されている」**点にあります。これにより、ダウは顧客
の研究開発プロセスの上流に入り込み、製品選定の主導権を握ることができます。これは、単なる

製品販売ではなく、顧客のイノベーションコストを削減するソリューション提供ビジネスであり、知財

データを収益化する「Materials as a Service」モデルとして機能しています。 

 

オープンイノベーションとエコシステム 
 

ダウは、自前主義（NIH: Not Invented Here）を排し、脱炭素や高度リサイクルといった単独では解
決困難な課題に対して、各分野のトッププレイヤーと戦略的なエコシステムを形成しています。 

表5：主要な技術提携・パートナーシップ（2023-2025） 

 

パートナー企業

/機関 
提携分野 パートナーの役

割 
ダウの戦略的

狙い 
参照 

X-energy エネルギー (原
子力) 

SMR技術提供: 
高温ガス炉「

Xe-100」の設
計・製造。 

テキサス州シー

ドリフト拠点へ

のSMR導入に
よるプロセス

熱・電力の脱炭

素化。 

1635 

Toyo Tanso 
(東洋炭素) 

素材 (原子力部
品) 

黒鉛部品供給: 
Xe-100炉心用
の高純度黒鉛

部材（IG-110）
の製造・供給。 

SMRサプライ
チェーンの確

立。重要部材の

調達安定化。 

16 

Mura 
Technology 

リサイクル (化
学) 

HydroPRS™技
術: 超臨界水蒸
気による廃プラ

生成油（

Circular 
Feedstock）の

5 



のオイル化プロ

セス提供。 
オフテイクによ

る「循環型ポリ

マー」の原料確

保。 

Linde インフラ (ガス) 水素・窒素供

給: Path2Zero
向けに20億ド
ル規模の製造

設備を建設・所

有・運営 (BOO)
。 

インフラ投資負

担の軽減（オフ

バランス化）と、

安定的な水素・

窒素の調達。 

36 

ABB 制御・自動化 DCS/自動化: 
Path2Zeroプロ
ジェクトのメイン

オートメーション

パートナー。 

プラント運用の

デジタル化と効

率化。最新のプ

ロセス制御技術

の導入。 

37 

Valoregen リサイクル (ハ
イブリッド) 

統合リサイクル

拠点: フランス
における機械

的・化学的リサ

イクルのハイブ

リッド工場運

営。 

欧州市場にお

けるポストコン

シューマーリサ

イクル材（PCR）
の確保。 

26 

 

詳細解説：リスク分散型エコシステムの構築 

 

表5から読み取れるダウのオープンイノベーション戦略の核心は、**「コアコンピタンスへの集中と周
辺リスクの外部化」**です。 
例えば、アルバータ州のPath2Zeroプロジェクトにおいて、ダウは水素製造や空気分離装置といった
ユーティリティ設備の建設・運営を産業ガス大手のLindeに委ねています。Lindeが20億ドル以上の
投資を行うことで、ダウ自身は巨額のCAPEX負担を軽減し、自社のコアであるエチレン分解と誘導品
製造に資金を集中させることができます。 
同様に、SMRプロジェクトにおいても、ダウは原子炉の開発や製造を行わず、X-energy社の技術を
採用し、さらにその重要部材である黒鉛供給を東洋炭素が担うというサプライチェーンを構築してい

ます。ダウは「ユーザー」としての立場を堅持しつつ、技術実証の場（サイト）を提供することで、最先



端技術の恩恵をいち早く享受するポジションを確保しています。この「ベスト・オブ・ブリード（各分野

の最良企業の組み合わせ）」アプローチは、技術的不確実性の高い脱炭素プロジェクトにおいて、リ

スクを分散しつつ成功確率を高めるための極めて合理的な経営判断です。 

 

リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
 

 

係争・審査のファクト記録：知財収益化の実例 
 

ダウは、自社の技術的優位性を脅かす侵害行為に対して、極めて強力な法的対抗措置を講じること

で知られています。特許権は単なる「防衛の盾」ではなく、競合他社の利益を吐き出させる「攻撃の

剣」として運用されています。 

ケーススタディ：Dow Chemical Canada ULC v. Nova Chemicals Corp. 

●​ 背景: ダウ独自のメタロセン触媒技術を用いたポリエチレン「ELITE™（Surpass技術）」に関する
特許（カナダ特許第2,160,705号）を、競合のNova Chemicalsが侵害したとして提訴。 

●​ 主要な主張: Nova社は自社の「SURPASS」樹脂製造において、ダウの特許技術を無断で使用
した。 

●​ 判決（Conclusion）: カナダ最高裁判所（Supreme Court of Canada）は2024年6月に関連す
る法的手続きを経て、ダウの勝訴を確定的なものとしました（本案判決はそれ以前）。 

●​ 結果: 裁判所は、侵害に対する救済措置として**「会計上の利益（Accounting of Profits）」**の
支払いを命じました。これにより、ダウには過去最大級となる約6億4500万カナダドル（約4億
8000万米ドル相当、利息等含む）の賠償金が認められました 3438。 

●​ ビジネス的含意: この判決の最大の意義は、侵害者が「ロイヤリティを払えば済む」という安易
な判断を許さず、「侵害製品によって得た全利益を没収される」という最大級のリスクを競合他

社に知らしめた点にあります。これは、ダウの特許網に対する強力な抑止力として機能していま

す。 

 

守りの戦略：サイバーセキュリティと営業秘密保護 
 

●​ サイバーセキュリティ: ダウは、NIST CSF（米国国立標準技術研究所 サイバーセキュリティフ
レームワーク）およびISO 27001標準に準拠した防御体制を構築しています。取締役会の監査
委員会がサイバーセキュリティリスクの監督責任を負い、定期的にサードパーティ（Ankura等）
による評価を受けています 139。 



●​ 営業秘密の防衛: 過去には、トルコのOrganik Kimya社による企業スパイ事件（ダウのポリマー
エマルジョン技術に関する営業秘密の盗用）において、米国国際貿易委員会（ITC）を通じて輸
入差止命令と高額の制裁金を勝ち取っています 40。これは、デジタルデータだけでなく、人的リ

ソースを通じた技術流出に対しても厳格な監視と法的措置を辞さない姿勢を示しています。 

 

競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
 

ダウの立ち位置を明確にするため、主要競合であるBASF（ドイツ）およびLyondellBasell（オランダ/
米国）との比較を行います。 

表6：主要競合3社のR&D・財務・技術戦略比較（2023-2024） 

指標 Dow Inc. BASF SE LyondellBasell 
(LYB) 

売上高 (2023) 446億ドル 689億ユーロ (約744
億ドル) 

411億ドル 

R&D投資額 (2023) 8.29億ドル (対売上 
1.9%) 

21.3億ユーロ (対売
上 3.1%) 

1.3億ドル (対売上 
0.3%) ※純粋研究
費のみ、関連費除く

可能性あり 

特許戦略 集中型: ポリオレフィ
ン、ウレタン、シリ

コーンに特化。質が

高い。 

全方位型: 化学全般
をカバー。絶対数が

圧倒的。 

プロセス主導型: 触
媒技術とプロセス効

率化に重点。 

リサイクル技術 パートナーシップ 
(Mura): 外部技術（
HydroPRS）導入でリ
スク分散。オフテイク

中心。 

ChemCycling: 熱
分解油の利用。自社

およびパートナー（

Quantafuel等）併
用。 

自社開発 
(MoReTec): 独自の
触媒熱分解技術。ド

イツで商用機建設中

（2026稼働）。 

脱炭素アプローチ Path2Zero: 「水素
燃焼＋CCS」による
既存プロセスの転

電化 
(Electrification): 
巨大ヒートポンプや

e-furnace（電気分

Circular Focus: 
サーキュラー製品（

Circulen）の拡大に



換。北米有利。 解炉）の開発に注

力。欧州中心。 
資源集中。 

 

詳細解説：競合分析からの洞察 

 

対 BASF: 
BASFはダウの約3倍近いR&D資金を投入しており、基礎研究の厚みと広さでは圧倒的です。しか
し、ダウは「パッケージング」や「インフラ」といった特定のアプリケーション領域において、特許の被引

用数などの「質」でBASFに対抗しています。また、脱炭素のアプローチにおいて、BASFが再生可能
エネルギー由来の電力を用いた「電化」に注力しているのに対し、ダウは北米の安価なガス資源を

活かした「水素＋CCS」に賭けている点が決定的に異なります。これは、各社が拠点を置く地域（欧
州 vs 北米）のエネルギー事情を反映した技術戦略です。 
対 LyondellBasell (LYB): 
LYBは、リサイクル技術「MoReTec」において自社技術の開発と保有（内製化）を強力に進めていま
す。これに対し、ダウはMura Technology社との提携に見られるように、外部技術を活用するエコシ
ステム型のアプローチを採っています。LYBが「技術のブラックボックス化」による差別化を狙う一方、
ダウは「技術の社会実装スピード」と「投資負担の軽減」を重視しており、この戦略の違いが数年後

のリサイクル市場における覇権争いにどう影響するかが注目されます。 

 

公式ロードマップと未確認情報 
 

 

技術ロードマップ（2025-2050） 
 

ダウが公表しているIR資料および技術リリースに基づく、今後の主要なマイルストーンは以下の通り
です。 

●​ 2025年: 
○​ デジタル: 「DOW™ Paint Vision」のグローバル展開加速。AI配合サービスの対象製品群拡
大。 

○​ Path2Zero (Alberta): 市場環境（関税、インフレ）を見極めつつの建設ペース調整。実質
的な進捗遅延の可能性 6。 

●​ 2026-2027年: 
○​ リサイクル: LyondellBasellのMoReTecプラント（ドイツ）稼働に対抗し、ダウもValoregen（フ



ランス）等のハイブリッド拠点を稼働させ、PCR材の供給能力を拡充。 
○​ Path2Zero: 当初のフェーズ1稼働目標時期だが、1-2年の遅延リスクあり。 

●​ 2030年: 
○​ 脱炭素目標: 2020年比で年間500万トンのCO2削減、および「Decarbonize & Grow」戦略
による年間30億ドルのEBITDA成長 14。 

○​ SMR: テキサス州シードリフトにてX-energy製SMR（Xe-100）の初号機が稼働開始予定
（許認可次第）。 

○​ 製品ポートフォリオ: 販売製品の80%以上をサステナビリティ認定製品とする。 
●​ 2050年: 

○​ カーボンニュートラル: 全社的なネットゼロ（Net Zero）達成。 

 

未確認情報（Missing Information） 
 

本調査の範囲において、以下の事項については公開情報から確証が得られませんでした。経営層

への報告にあたり、これらの「情報の空白」は追加調査が必要な領域です。 

1.​ ドイツ・ベーレン（Bohlen）プロジェクトの最終ステータス: Mura Technology社とのリサイクルプ
ラント計画について、「再評価（Review）」や「遅延」の報道はあるものの、プロジェクトの完全な
中止（Cancellation）なのか、あるいは条件付きの凍結なのか、公式な最終決定ステータスが
不明確です 25。 

2.​ SMRの許認可詳細: 米国原子力規制委員会（NRC）に対する建設許可申請（CPA）の正確な提
出完了日と、現在の審査フェーズの詳細な進捗。 

3.​ 競合他社とのクロスライセンス: ポリオレフィン触媒等の基盤技術において、BASFやLYBと相互
に特許利用を許諾しているクロスライセンス契約の存在（通常は非公開だが、技術戦略上重

要）。 

引用文献 

1.​ ANNUAL REPORT, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/ar/Dow_2024_Annual
_Report_Web.pdf 

2.​ Dow Research and Development Expenses 2017-2025 - Macrotrends, 11月 21, 
2025にアクセス、 
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/DOW/dow/research-development-ex
penses 

3.​ Supreme Court of Canada affirms record-setting $645M patent infringement 
award in Dow v Nova - Smart & Biggar, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.smartbiggar.ca/insights/publication/supreme-court-of-canada-affir
ms-record-setting-645M-patent-infringement-award-in-dow-v-Nova 

4.​ 2020 FCA 141 - Nova v Dow x - Smart & Biggar, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.smartbiggar.ca/insights/client-success/case/2020-fca-141---nova-v-

https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/ar/Dow_2024_Annual_Report_Web.pdf
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/ar/Dow_2024_Annual_Report_Web.pdf
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/DOW/dow/research-development-expenses
https://www.macrotrends.net/stocks/charts/DOW/dow/research-development-expenses
https://www.smartbiggar.ca/insights/publication/supreme-court-of-canada-affirms-record-setting-645M-patent-infringement-award-in-dow-v-Nova
https://www.smartbiggar.ca/insights/publication/supreme-court-of-canada-affirms-record-setting-645M-patent-infringement-award-in-dow-v-Nova
https://www.smartbiggar.ca/insights/client-success/case/2020-fca-141---nova-v-dow-x


dow-x 
5.​ Dow and Mura Technology announce largest commitment of its kind to scale 

advanced recycling of plastics, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2022/Dow-and-Mura-Technolog
y-announce-largest-commitment-of-its-kind-to-scale-advanced-recycling-of-pl
astics/default.aspx 

6.​ Dow delays plans for $8.9B net-zero project in Alberta's Industrial Heartland | 
CBC News, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.cbc.ca/news/canada/edmonton/dow-petrochemical-plant-alberta-1.
7517545 

7.​ DOW™ Paint Vision ushers in the future of digital paint formulation - Dow 
Corporate, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/future-of-digital-paint-for
mulation.html 

8.​ A Brief Patent Landscape of Chemical Companies - LexisNexis IP Solutions, 11月 
21, 2025にアクセス、 
https://www.lexisnexisip.com/resources/a-brief-patent-landscape-of-chemical-c
ompanies/ 

9.​ Patents Assigned to The Dow Chemical Company, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://patents.justia.com/assignee/the-dow-chemical-company 

10.​Patents Assigned to Dow Silicones Corporation, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://patents.justia.com/assignee/dow-silicones-corporation 

11.​Dow Chemical Canada ULC v. Canada - SCC Cases - Décisions de la CSC, 11月 21, 
2025にアクセス、 
https://decisions.scc-csc.ca/scc-csc/scc-csc/en/item/20518/index.do 

12.​LyondellBasell Secures Approval to Begin Construction of Wesseling Pyrolysis 
Plant, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/lyondellbasell-secure
s-approval-to-begin-construction-of-wesseling-pyrolysis-plant-38859 

13.​BASF Report 2024_EN, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.basf.com/dam/jcr:a0caf160-c019-40b1-a4ea-eaedb29b0685/basf/w
ww/global/documents/en/investor-relations/calendar-and-publications/reports/2
025/BASF_Report_2024.pdf 

14.​Decarbonization and Climate Mitigation - Dow Corporate, 11月 21, 2025にアクセ
ス、 
https://corporate.dow.com/en-us/purpose-in-action/climate-protection/decarbon
ization.html 

15.​Decarbonize and Grow - Dow Corporate, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://corporate.dow.com/content/dam/corp/documents/science-sustainability/9
10-00152-01-decarbonize-and-grow-strategy-slides.pdf 

16.​News Releases — X-energy, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://x-energy.com/media/news-releases 

17.​2022 ANNUAL REPORT, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2023/ar/2022_Dow_Inc_An
nual_Report.pdf 

https://www.smartbiggar.ca/insights/client-success/case/2020-fca-141---nova-v-dow-x
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2022/Dow-and-Mura-Technology-announce-largest-commitment-of-its-kind-to-scale-advanced-recycling-of-plastics/default.aspx
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2022/Dow-and-Mura-Technology-announce-largest-commitment-of-its-kind-to-scale-advanced-recycling-of-plastics/default.aspx
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2022/Dow-and-Mura-Technology-announce-largest-commitment-of-its-kind-to-scale-advanced-recycling-of-plastics/default.aspx
https://www.cbc.ca/news/canada/edmonton/dow-petrochemical-plant-alberta-1.7517545
https://www.cbc.ca/news/canada/edmonton/dow-petrochemical-plant-alberta-1.7517545
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/future-of-digital-paint-formulation.html
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/future-of-digital-paint-formulation.html
https://www.lexisnexisip.com/resources/a-brief-patent-landscape-of-chemical-companies/
https://www.lexisnexisip.com/resources/a-brief-patent-landscape-of-chemical-companies/
https://patents.justia.com/assignee/the-dow-chemical-company
https://patents.justia.com/assignee/dow-silicones-corporation
https://decisions.scc-csc.ca/scc-csc/scc-csc/en/item/20518/index.do
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/lyondellbasell-secures-approval-to-begin-construction-of-wesseling-pyrolysis-plant-38859
https://www.chemanalyst.com/NewsAndDeals/NewsDetails/lyondellbasell-secures-approval-to-begin-construction-of-wesseling-pyrolysis-plant-38859
https://www.basf.com/dam/jcr:a0caf160-c019-40b1-a4ea-eaedb29b0685/basf/www/global/documents/en/investor-relations/calendar-and-publications/reports/2025/BASF_Report_2024.pdf
https://www.basf.com/dam/jcr:a0caf160-c019-40b1-a4ea-eaedb29b0685/basf/www/global/documents/en/investor-relations/calendar-and-publications/reports/2025/BASF_Report_2024.pdf
https://www.basf.com/dam/jcr:a0caf160-c019-40b1-a4ea-eaedb29b0685/basf/www/global/documents/en/investor-relations/calendar-and-publications/reports/2025/BASF_Report_2024.pdf
https://corporate.dow.com/en-us/purpose-in-action/climate-protection/decarbonization.html
https://corporate.dow.com/en-us/purpose-in-action/climate-protection/decarbonization.html
https://corporate.dow.com/content/dam/corp/documents/science-sustainability/910-00152-01-decarbonize-and-grow-strategy-slides.pdf
https://corporate.dow.com/content/dam/corp/documents/science-sustainability/910-00152-01-decarbonize-and-grow-strategy-slides.pdf
https://x-energy.com/media/news-releases
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2023/ar/2022_Dow_Inc_Annual_Report.pdf
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2023/ar/2022_Dow_Inc_Annual_Report.pdf


18.​2021 ANNUAL REPORT, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2021/ar/Dow_Inc_2021_Ann
ual_Report.pdf 

19.​The Dow Chemical Company - AnnualReports.com, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.annualreports.com/Company/the-dow-chemical-company 

20.​Digitalization enhancing the customer experience | Dow Corporate, 11月 21, 2025
にアクセス、 
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/digitalization-enhancing-c
ustomer-experience.html 

21.​2024 INtersections Progress Report - Dow Corporate, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://corporate.dow.com/en-us/about-dow/corporate-reporting/progress-repor
t.html 

22.​Generating Sustainable Solutions | Dow Innovations at K 2025, 11月 21, 2025にアク
セス、 
https://www.dow.com/en-us/market/mkt-packaging/k-show/solution-spotlights.h
tml 

23.​Dow inspires next-generation innovation at K 2025, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://corporate.dow.com/en-us/news/press-releases/dow-inspires-next-genera
tion-innovation-at-k-2025.html 

24.​Dow mulls 1-2 year delay for Path2Zero cracker project in Canada | ICIS, 11月 21, 
2025にアクセス、 
https://www.icis.com/explore/resources/news/2025/09/11/11136832/dow-mulls-1-2
-year-delay-for-path2zero-cracker-project-in-canada 

25.​Dow and Mura Technology Announce Update on Planned Böhlen Advanced 
Recycling Facility, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.muratechnology.com/news/dow-and-mura-technology-announce-u
pdate-on-planned-bohlen-advanced-recycling-facility/ 

26.​Collaboration helps solve circularity - Dow Corporate, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/collaboration-helps-solve-
circularity.html 

27.​Dow and X|energy Submit Construction Permit Application to the U.S. Nuclear 
Regulatory Commission for Proposed Advanced Nuclear Project in Texas | Dow 
Investor Relations, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2025/Dow-and-X-energy-Submi
t-Construction-Permit-Application-to-the-U-S--Nuclear-Regulatory-Commissio
n-for-Proposed-Advanced-Nuclear-Project-in-Texas/default.aspx 

28.​Dow announces intent to invest in new world-scale carbonate solvents facility in 
the U.S., 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.prnewswire.com/news-releases/dow-announces-intent-to-invest-in
-new-world-scale-carbonate-solvents-facility-in-the-us-302098338.html 

29.​AI and Sustainability: How Dow Innovation Is Shaping the AI Ecosystem for a More 
Sustainable Future | Morningstar, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.morningstar.com/news/accesswire/1103613msn/ai-and-sustainability
-how-dow-innovation-is-shaping-the-ai-ecosystem-for-a-more-sustainable-fut
ure 

https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2021/ar/Dow_Inc_2021_Annual_Report.pdf
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2021/ar/Dow_Inc_2021_Annual_Report.pdf
https://www.annualreports.com/Company/the-dow-chemical-company
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/digitalization-enhancing-customer-experience.html
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/digitalization-enhancing-customer-experience.html
https://corporate.dow.com/en-us/about-dow/corporate-reporting/progress-report.html
https://corporate.dow.com/en-us/about-dow/corporate-reporting/progress-report.html
https://www.dow.com/en-us/market/mkt-packaging/k-show/solution-spotlights.html
https://www.dow.com/en-us/market/mkt-packaging/k-show/solution-spotlights.html
https://corporate.dow.com/en-us/news/press-releases/dow-inspires-next-generation-innovation-at-k-2025.html
https://corporate.dow.com/en-us/news/press-releases/dow-inspires-next-generation-innovation-at-k-2025.html
https://www.icis.com/explore/resources/news/2025/09/11/11136832/dow-mulls-1-2-year-delay-for-path2zero-cracker-project-in-canada
https://www.icis.com/explore/resources/news/2025/09/11/11136832/dow-mulls-1-2-year-delay-for-path2zero-cracker-project-in-canada
https://www.muratechnology.com/news/dow-and-mura-technology-announce-update-on-planned-bohlen-advanced-recycling-facility/
https://www.muratechnology.com/news/dow-and-mura-technology-announce-update-on-planned-bohlen-advanced-recycling-facility/
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/collaboration-helps-solve-circularity.html
https://corporate.dow.com/en-us/news/seek-together/collaboration-helps-solve-circularity.html
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2025/Dow-and-X-energy-Submit-Construction-Permit-Application-to-the-U-S--Nuclear-Regulatory-Commission-for-Proposed-Advanced-Nuclear-Project-in-Texas/default.aspx
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2025/Dow-and-X-energy-Submit-Construction-Permit-Application-to-the-U-S--Nuclear-Regulatory-Commission-for-Proposed-Advanced-Nuclear-Project-in-Texas/default.aspx
https://investors.dow.com/en/news/news-details/2025/Dow-and-X-energy-Submit-Construction-Permit-Application-to-the-U-S--Nuclear-Regulatory-Commission-for-Proposed-Advanced-Nuclear-Project-in-Texas/default.aspx
https://www.prnewswire.com/news-releases/dow-announces-intent-to-invest-in-new-world-scale-carbonate-solvents-facility-in-the-us-302098338.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/dow-announces-intent-to-invest-in-new-world-scale-carbonate-solvents-facility-in-the-us-302098338.html
https://www.morningstar.com/news/accesswire/1103613msn/ai-and-sustainability-how-dow-innovation-is-shaping-the-ai-ecosystem-for-a-more-sustainable-future
https://www.morningstar.com/news/accesswire/1103613msn/ai-and-sustainability-how-dow-innovation-is-shaping-the-ai-ecosystem-for-a-more-sustainable-future
https://www.morningstar.com/news/accesswire/1103613msn/ai-and-sustainability-how-dow-innovation-is-shaping-the-ai-ecosystem-for-a-more-sustainable-future


30.​2025 Patent 300 List, 11月 21, 2025にアクセス、 https://harrityllp.com/patent300/ 
31.​United States: Top Patents Holders in the Chemicals Sector (2002 - 2022) - 

GlobalData, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.globaldata.com/data-insights/chemicals/united-states-top--patents-
holders-in-the-chemicals-sector-2137426/ 

32.​Patent 300 - Top Companies in Chemical and Materials Engineering, 11月 21, 2025
にアクセス、 
https://harrityllp.com/services/patent-analytics/patent-300-top-companies-in-ch
emical-materials/ 

33.​Dow Inc Patent & Company Information - GlobalData, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.globaldata.com/company-profile/dow-inc/patents/ 

34.​Dow Inc. (DOW): Business Model Canvas - DCFmodeling.com, 11月 21, 2025にアク
セス、 https://dcfmodeling.com/products/dow-business-model-canvas 

35.​Nuclear Power Plants in TX | Dow & X-energy's South TX Nuclear Project at 
Seadrift, 11月 21, 2025にアクセス、 https://x-energy.com/seadrift 

36.​Linde Signs Long-Term Agreement to Supply Clean Hydrogen to Dows Path2Zero 
Project in Canada, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://www.linde.com/news-and-media/2024/linde-signs-long-term-agreement
-to-supply-clean-hydrogen-to-dow%E2%80%99s-path2zero-project-in-canada 

37.​ABB signs agreement with Dow as the automation partner to support Path2Zero 
ethylene complex in Canada | News center, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://new.abb.com/news/detail/123878/abb-signs-agreement-with-dow-as-the-
automation-partner-to-support-path2zero-ethylene-complex-in-canada 

38.​Dow Chemical delays construction on multi-billion-dollar Path2Zero project in 
Fort Saskatchewan, Alberta, Canada - Hydrocarbon Processing, 11月 21, 2025にア
クセス、 
https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2025/04/dow-chemical-delays-c
onstruction-on-multi-billion-dollar-path2zero-project-in-fort-saskatchewan-albe
rta-canada/ 

39.​DOW INC 2024 10K, 11月 21, 2025にアクセス、 
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/q4/DOW-INC-2024-1
0K-FINAL.pdf 

40.​Raymond N. Nimrod | Quinn Emanuel Urquhart & Sullivan, LLP, 11月 21, 2025にアク
セス、 https://www.quinnemanuel.com/attorneys/nimrod-raymond/ 

https://harrityllp.com/patent300/
https://www.globaldata.com/data-insights/chemicals/united-states-top--patents-holders-in-the-chemicals-sector-2137426/
https://www.globaldata.com/data-insights/chemicals/united-states-top--patents-holders-in-the-chemicals-sector-2137426/
https://harrityllp.com/services/patent-analytics/patent-300-top-companies-in-chemical-materials/
https://harrityllp.com/services/patent-analytics/patent-300-top-companies-in-chemical-materials/
https://www.globaldata.com/company-profile/dow-inc/patents/
https://dcfmodeling.com/products/dow-business-model-canvas
https://x-energy.com/seadrift
https://www.linde.com/news-and-media/2024/linde-signs-long-term-agreement-to-supply-clean-hydrogen-to-dow%E2%80%99s-path2zero-project-in-canada
https://www.linde.com/news-and-media/2024/linde-signs-long-term-agreement-to-supply-clean-hydrogen-to-dow%E2%80%99s-path2zero-project-in-canada
https://new.abb.com/news/detail/123878/abb-signs-agreement-with-dow-as-the-automation-partner-to-support-path2zero-ethylene-complex-in-canada
https://new.abb.com/news/detail/123878/abb-signs-agreement-with-dow-as-the-automation-partner-to-support-path2zero-ethylene-complex-in-canada
https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2025/04/dow-chemical-delays-construction-on-multi-billion-dollar-path2zero-project-in-fort-saskatchewan-alberta-canada/
https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2025/04/dow-chemical-delays-construction-on-multi-billion-dollar-path2zero-project-in-fort-saskatchewan-alberta-canada/
https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2025/04/dow-chemical-delays-construction-on-multi-billion-dollar-path2zero-project-in-fort-saskatchewan-alberta-canada/
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/q4/DOW-INC-2024-10K-FINAL.pdf
https://s23.q4cdn.com/981382065/files/doc_financials/2024/q4/DOW-INC-2024-10K-FINAL.pdf
https://www.quinnemanuel.com/attorneys/nimrod-raymond/

	ダウの知財戦略：ビジネスと技術の統合による競争優位性の構築分析 
	エグゼクティブサマリ 
	1. 知財・技術戦略が財務（売上・利益率）に与えているインパクト 
	2. 注力している技術領域（自律化、電動化、デジタルサービス）の進捗 
	3. 特許ポートフォリオの規模と質的変化 
	4. 競合他社に対する技術的優位性または課題 
	5. 今後のR&D投資計画と長期ロードマップ 

	戦略的背景とIR資料のアーカイブ 
	R&D投資の推移（Quantitative Log） 
	詳細解説：投資トレンドの戦略的解釈 

	経営陣の技術コミットメント 

	知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
	(1) 重点技術領域のカタログ 
	詳細解説：技術戦略の深層分析 

	(2) 特許・商標データ分析 
	詳細解説：特許戦略の質的分析と技術トレンド 

	(3) サービスビジネスとの連動 
	詳細解説：Materials as a Service (MaaS) 


	オープンイノベーションとエコシステム 
	詳細解説：リスク分散型エコシステムの構築 

	リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
	係争・審査のファクト記録：知財収益化の実例 
	守りの戦略：サイバーセキュリティと営業秘密保護 

	競合ベンチマーク（技術・財務比較） 
	詳細解説：競合分析からの洞察 

	公式ロードマップと未確認情報 
	技術ロードマップ（2025-2050） 
	未確認情報（Missing Information） 
	引用文献 




